
地声寸言  第六十二回「四月四日は何か」 

 

こ
の
他
、
四
月
四
日
は
、
沖
縄
県
の
設
置
が
決
っ
た
日
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
。 

 

と
こ
ろ
で
、
四
月
四
日
に
は
何
が
あ
っ
た
か
。
例
に
よ
っ
て
三
六
五
日
事
典
（
社
会
思
想
社
編
）
「
今
日

は
ど
ん
な
日
か
」
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

こ
の
日
ワ
シ
ン
ト
ン
で
調
印
さ
れ
た
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

o
r
t
h
 A
t
l
a
n
t
i
c
 T
r
e
a
t
y
 O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

）

は
こ
の
五
国
条
約
を
母
胎
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
十
二
ヵ
国
を
参
加
国
と
し
た
が
、
の
ち
に
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
、
西
ド
イ
ツ
が
加

わ
る
。
連
合
軍
を
持
つ
こ
の
反
共
的
機
構
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
東
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ

ェ
コ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ロ
バ

キ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
参
加
し
て
い
る
。 

 

鉄
の
カ
ー
テ
ン
、
冷
た
い
戦
争
と
い
う
言
葉
が
急
速
に
広
ま
っ
た
一
九
四
七
年
に
は
、
ソ
連
、
東
欧
諸
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
共
産
党
に
よ
り
情
報
局
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
二
月
チ

ェ
コ
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
ソ
連
圏
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
三
ヵ
国
が
西
欧

連
合
条
約
を
結
ん
で
防
衛
態
勢
を
と
る
。 

 

征
台
の
役
と
も
言
う
。
明
治
国
家
最
初
の
海
外
出
兵
で
あ
る
。
明
治
元
年
（
一
八
七
一
年
）
琉
球
船
が
台

湾
に
漂
着
し
、
乗
組
員
五
四
名
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
次
い
で
明
治
六
年
（
一
八
七
六
年
）

に
は
備
中
山
田
県
（
今
の
岡
山
県
）
の
船
員
が
台
湾
で
掠
奪
暴
行
を
受
け
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
が
、
日

清
間
の
交
渉
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
琉
球
民
の
殺
害
に
つ
い
て
清
国
か
ら
生
藩

せ
い
ば
ん

の
地
は

化
外
と
の
言
質
を
得
た
。
当
時
征
韓
論
争
を
終
え
て
大
久
保
利
通
、
大
隈
重
信
ら
は
士
族
の
不
満
を
外
に
そ

ら
す
た
め
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
二
月
間
罪
出
兵
を
閣
議
決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
英
・
米
な
ど
が
自

国
人
船
舶
参
加
拒
絶
と
い
う
中
立
政
策
を
と
っ
た
た
め
中
止
を
決
め
た
が
、
蕃
地
事
務
都
督
西
郷
従
道
以
下

兵
三
六
五
八
名
は
長
崎
を
進
発
、
五
月
台
湾
南
部
の
社
寮
に
上
陸
、
進
攻
、
牡
丹
社
な
ど
の
蕃
社
を
す
べ
て

平
定
し
た
。
清
国
は
強
く
抗
議
、
北
京
で
の
談
判
も
難
航
し
た
が
、
駐
清
イ
ギ
リ
ス
公
使
の
斡
旋
で
和
議
が

成
立
、
清
国
は
征
台
を
保
民
義
挙
と
認
め
、
賞
金
五
〇
万
両

テ
ー
ル

（
難
民
撫
恤
一
〇
万
両
、
出
兵
補
償
費
四
〇

万
両
）
を
支
払
い
、
十
二
月
台
湾
か
ら
撤
兵
す
る
こ
と
に
な
り
、
宣
戦
発
令
順
序
を
用
意
し
た
日
清
開
戦
の

危
機
は
回
避
さ
れ
た
。
こ
の
間
日
本
側
の
戦
死
十
二
人
、
病
死
五
六
一
人
で
あ
っ
た
。 

日
本
で
は
四
の
字
が
忌
み
嫌
わ
れ
る
。
死
を
思
わ
せ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
病
院
な
ど
に
は
四
階
が
な
か
っ

た
り
、
四
の
数
字
の
入
っ
て
い
る
病
室
が
な
か
っ
た
り
す
る
。
四
四
と
続
く
と
な
お
嫌
が
る
人
も
い
る
。
欧

米
人
が
十
三
の
数
字
を
忌
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
か
つ
ぎ
屋
が
減
っ
て
く
る
の

か
、
こ
の
頃
は
余
り
四
の
字
を
気
に
し
な
い
人
が
増
え
て
来
て
い
る
し
、
逆
に
「
四
四
四
四
」
を
「
よ
し
よ

し
」
と
読
ん
で
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
に
選
ぶ
人
も
い
る
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
、
私
は
十
七
と
い
う
数
字
を

大
切
に
し
て
い
る
。
ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
と
も
思
っ
て
い
る
。
そ
の
い
わ
れ
ば
、
長
く
な
る
の
で
省
略
す
る

が
、
私
の
使
っ
て
い
る
車
の
終
り
の
数
字
は
十
七
が
多
か
っ
た
。
こ
の
頃
は
、
車
も
電
話
も
「
一
二
三
四
」

を
使
っ
て
い
る
。
バ
カ
で
は
な
い
か
、
と
け
な
す
人
も
い
る
が
、
覚
え
や
す
く
て
気
に
入
っ
て
い
る
。 

 

「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
廃
止
」 

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
創
設
」 

「
征
台
の
役
」 

地
声
寸
言 

 

第
六
十
二
回
「
四
月
四
日
は
何
か
」 
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昭
和
二
十
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
サ
マ
ー
タ
イ
ム
が
廃
止
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）
。

も
っ
と
も
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
に
な
ら
っ
て
再
び
わ
が
国
で
も
実
施
す
る
よ
う
に
と
い
う

運
動
は
あ
る
が
、
実
現
し
て
い
な
い
。 

「
山
本
五
十
六
」 

 

明
治
二
十
一
年
の
生
れ
た
日
で
あ
る
。
戦
後
六
十
有
余
年
に
し
て
な
お
、
彼
の
名
を
聞
く
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
対
米
開
戦
に
つ
い
て
当
初
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
軍
部
で
は
、
よ
そ
の
国

を
見
て
来
て
い
る
だ
け
に
開
戦
に
反
対
な
い
し
消
極
的
な
海
軍
々
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
山
本
も
そ
の
一

人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
開
戦
と
決
定
し
て
か
ら
は
真
珠
湾
攻
撃
も
成
功
さ
せ
た
が
、
終
始
短
期
決

戦
を
主
張
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
逸
話
を
遺
し
て
い
る
が
、
彼
を
慕
う
数
人
の
女
性
の
こ
と
が
書
か
れ
た
小
説
も
読
ん
だ
し
、

又
、
彼
の
女
性
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
新
橋
の
も
と
芸
妓
さ
ん
か
ら
彼
の
手
紙
を
見
せ
て
貰
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
筆
ま
め
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
彼
の
バ
ク
チ
の
才
能
を
記
し
た
「
横
顔
の
提
督
」
と
い
う
一
文
を
雑

誌
で
読
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
彼
は
ル
ー
レ
ッ
ト
の
天
才
で
、
マ
カ
オ
の
カ
ジ
ノ
で
大
負
け
に
負
け
て
い
た
日

本
人
が
彼
が
指
し
示
す
数
字
に
か
け
て
忽
ち
に
し
て
莫
大
な
額
の
チ
ッ
プ
を
手
に
し
た
と
い
う
話
で
あ
っ

た
。
事
実
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
と
な
く
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
な
話
で
は
な
い
か
。 

 

北
条
時
宗
は
弘
長
三
年
（
一
二
八
四
年
）
こ
の
日
に
亡
く
な
っ
た
。
鎌
倉
の
執
権
と
し
て
元
の
フ
ビ
ラ
イ

の
通
交
要
求
を
拒
絶
し
異
国
警
固
番
役
を
課
し
て
危
機
に
備
え
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
年
）
と
弘
安
四

年
（
一
二
八
一
年
）
の
二
度
の
襲
来
を
撃
退
し
た
（
文
永
・
弘
安
の
役
）
。
禅
宗
に
帰
依
し
、
鎌
倉
円
覚
寺

を
建
立
し
た
と
い
う
。 

 

な
お
、
時
頼
は
、
謡
曲
鉢
木
に
あ
ら
わ
れ
る
。
上
野
国
の
武
士
佐
野
源
左
衛
門
常
世
（
つ
ね
よ
）
は
雪
に

迷
っ
た
旅
僧
を
泊
め
、
秘
蔵
の
鉢
植
え
の
梅
、
松
、
桜
を
焚
い
て
も
て
な
し
、
一
族
が
所
領
を
奪
わ
れ
薪
に

も
事
欠
く
身
だ
が
、
い
ざ
鎌
倉
の
と
き
に
は
一
番
に
駆
け
つ
け
る
覚
悟
を
語
っ
た
。
旅
僧
は
実
は
身
を
や
つ

し
て
諸
国
の
民
政
を
探
る
前
執
権
の
最
明
寺
入
道
（
北
条
）
時
頼
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
に
戻
っ
た
時
頼
は
軍
勢

を
召
集
し
、
粗
末
な
具
足
で
馳
せ
参
じ
た
常
世
を
た
た
え
、
本
領
安
堵
の
う
え
に
、
鉢
の
木
の
礼
に
松
竹
梅

の
名
に
ち
な
む
三
つ
の
荘
園
を
与
え
た
と
い
う
。 

「
川
柳
に
」 

「
あ
と
が
よ
い
・
鉢
の
木
お
も
ひ
切
っ
た
の
で
」 

「
佐
野
の
馬
戸
塚
の
坂
で
二
度
転
び
」 

 

も
っ
と
も
私
の
祖
先
は
、
も
と
も
と
三
浦
半
島
に
居
を
構
え
三
浦
一
族
に
属
し
て
い
た
た
め
北
条
氏
に
所

領
を
奪
わ
れ
て
現
在
地
（
横
浜
港
北
区
高
田
）
に
隠
遁
し
た
と
い
う
。 

 

歴
史
は
流
転
す
る
。
読
者
諸
賢
如
何
に
思
わ
れ
る
か
。 


